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択一で逃げ切る講座 

２ 危険負担 

 

(１) 意義 

危険負担とは，双務契約成立後，一方の債務が債務者の責めに帰することができない

事由によって履行不能となった場合，他方の債務も当然に消滅するか否か，という存続

上の牽連関係の問題である。 

たとえば，売主Ａと買主Ｂで建物売買契約を締結後，引渡しまでの間に地震により建

物が滅失した場合，買主の引渡し請求権が履行不能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   売主Ａは，売買代金の請求を，買主Ｂは，建物が滅失した以上，売買代金の支払い

の拒絶を主張するのが通常であるが，どちらかが建物滅失によるリスクを負担せざる

を得ない。 

   そこで，消滅した建物引渡し債権に着目し，買主Ｂ（債権者）が負担を受任するこ

とを債権者主義，売主Ａ（債務者）が負担を受任することを債務者主義という。 

本事例の場合，代金債権は存続し，売主Ａは買主Ｂに対して建物の売買代金を請求

することができることになる（534）。 

 

(２) 債務者主義と債権者主義 

 

 債権者に帰責性

なし 

債権者に帰責性

あり 

債務者に帰責性 

あり 

原則 

債務者主義

（536Ⅰ） 

債権者主義

（536Ⅱ） 

特定物債権・不特定物

債権特定後 

債権者主義（534） 
債権者主義

（536Ⅱ）    

滅失 

債務者主義

（535Ⅰ） 

債権者主義

（536Ⅱ） 

停 止 条 件 付 き

双務契約（条件

の 成 否 未 定 の

間 に 目 的 物 が

滅失・損傷した

場合） 

損傷 

債権者主義

（535Ⅱ） 

債権者主義

（536Ⅱ） 

債務不履行 

 

⇒ 危険負担は任意規定であり，特約で債権者主義を排除することも可能である。 

この債権が，消えるか否か 

買主Ｂ 売主Ａ 

代金債権 

建物引渡請求権 
(債権者) (債務者) 
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(３) 物権変動が不完全な場合の危険負担 

特定物売買における危険負担は，債権者主義が適用されるのが原則であるが，①二重譲

渡，②他人物売買においては，債務者主義が適用される（通説）。これは，所有権が確定的

に帰属したとはいえない状況においては，売主が危険を負担すべきといえるからである。 

 

《重要判例》 

・ 履行不能を生じさせたのと同一の原因によって，債務者が履行の目的物の代償と考え

られる利益を取得した場合は，債権者は債務者に履行不能により債権者が被った被害の

限度において，その利益の償還を請求できる（最判昭 41.12.23）。 
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